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平成 31 年 1 月 23 日実施

名古屋市立大学大学院医学研究科修士課程入学試験（2 回目）基礎科学（出題言語－日本語）

問題 1～5 の中から 3 題を選択して答えなさい。選択した問題番号を以下に記載すること。
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平成 31 年 1 月 23 日実施

名古屋市立大学大学院医学研究科修士課程入学試験（2 回目）基礎科学（出題言語－日本語）

問題１ 以下の記述について、理由を述べて正誤を判断しなさい。（100点）

成人のヒトは約 1013個の細胞から成り立っており、毎日約 1010個の細胞が死に、新しい細胞に

置き換わる。よって、私たちは、3 年で“新しい人”に変わることになる。
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平成 31 年 1 月 23 日実施

名古屋市立大学大学院医学研究科修士課程入学試験（2 回目）基礎科学（出題言語－日本語）

問題 2 以下の問 1〜6の中から 2問を選択し、それぞれ 600字以内で答えなさい。（100点）

問 1 細胞内小器官の名称と機能を説明しなさい。

（次頁に問 2 が記載されています）
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問 2 イオンチャンネルについて説明しなさい。

（次頁に問 3 が記載されています）
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問 3 分子間の結合を担っている力について説明しなさい。

（次頁に問 4 が記載されています）
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問 4 ペプチドおよびタンパク質で見られる４つの基本構造として一次～四次構造がある。

二次構造について説明しなさい。

（次頁に問 5 が記載されています）
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問 5 RNA干渉について説明しなさい。

（次頁に問 6 が記載されています）
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問 6 ウエスタンブロットの原理を説明しなさい。
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平成 31 年 1 月 23 日実施

名古屋市立大学大学院医学研究科修士課程入学試験（2 回目）基礎科学（出題言語－日本語）

問題 3 次の図は、1947 年から 2017年の日本の死因別の死亡率の動向（男女計，人口 10万

対）を示す。これに関する問 1〜2に答えなさい。（100点）

死因の凡例は（左から）順に、悪性新生物、心疾患、脳血管疾患、肺炎、不慮の事故、自殺、

結核、老衰である。

（次頁に問 1〜2 が記載されています）
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問 1 図から読み取れることを、箇条書きに 10 個記しなさい。
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問 2 日本の平均寿命は男女ともほぼ毎年上昇している。死亡率の動向と食い違っているよう

に見えるが，どのような理由によると考えられるか。死亡率と平均寿命の特性の違いに言及し

ながら、説明しなさい。
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平成 31 年 1 月 23 日実施

名古屋市立大学大学院医学研究科修士課程入学試験（2 回目）基礎科学（出題言語－日本語）

問題 4 以下の図のような 𝒙𝒛平面上の円を 𝒛 軸周りに回転して得られる回転体 (𝑹 > 𝒓> 𝟎)

について、問 1〜4に答えなさい。 （100点）

問 1 円を式で表しなさい。

問 2 回転体の境界を表す式を示しなさい。

（次頁に問 3〜4 が記載されています）
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問 3 回転体の境界の表面積、ならびに境界内部の体積を求めなさい。それぞれ導出過程も示し

なさい。

問 4 回転体が中実の環状鉄心（透磁率μ）であるとする。環状鉄心に皮膜付きコイルを N 回

巻き、次にコイルに電流 Iを流したとき、以下の値 1)〜3)を求めなさい。

1) 鉄心内の磁束密度 B

2) 自己インダクタンス L

3) コイルに蓄えられるエネルギーW
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平成 31 年 1 月 23 日実施

名古屋市立大学大学院医学研究科修士課程入学試験（2 回目）基礎科学（出題言語－日本語）

問題 5

確率変数Xが離散型の分布をし、その分布の確率密度関数 f(x)が以下の式で与えられるとする。

𝐟(𝐱) =
𝑵
𝒙 𝒑𝒙(𝟏− 𝒑)𝑵 𝒙 (𝒙 = 𝟎,𝟏,𝟐, … , 𝑵)

𝟎 (その他の場合)

ただし、𝐍は 0以上の整数、pは𝟎 ≤ 𝐩 ≤ 𝟏を満たす実数とする。

このとき、以下の問 1〜4に答えなさい。 （100点）

問 1 ∑ 𝑓(𝑥) = 1となることを示しなさい。

（次頁に問 2〜4 が記載されています）
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問 2 f(x) = ∙ ∙ f(x + 1)が成り立つことを示しなさい。

問 3 X の平均値 E(X)を求めなさい。

問 4 X の分散 V(X)を求めなさい。


